
 
 
  ９. 寮 生 会 関 係 

 

（１）寮生会会則 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

連絡し、その指示に従って行動する。 
・寮生は、寮で行う消防訓練に参加する。 
・ガスを使用するときは、慎重な注意をはらう。 
・備付け以外の電気器具を使用するときは許可を得る。電気料金は個人負担とする。 
・寮内外の施設、備品を損傷した場合は、直ちに寮務室に申し出る。また、備品類は

勝手に移動、分解等をしない。 
(2) 盗難予防 

・自己の所持品に記名するなど管理に注意し、特に現金、貴重品の保管に気をつけ 
る。 

・不必要な現金は所持しないで、郵便局等の預貯金を利用する。 
・居室を留守にするときは、必ず施錠する。 
・万一、盗難にあったときは、速やかに寮務室に届け出る。 

(3) 車両 
・車両の寮内持ち込みは、原則として禁止する。ただし、やむをえない事由によって

持ち込みを希望する者は、許可願を提出し許可を受ける。 
・車両及び自転車は、所定の場所に整然と置く。 

(4) 暴力禁止 
・いかなる場合も暴力を用いない。 
・暴力のおそれがあるときは、教員に申し出てその措置を講じてもらう。 

(5) その他 
・長期休業中は、原則として閉寮する。 
・寮内で飲酒、喫煙、麻雀をしない 
・寮生以外の者を許可なく宿泊させない。 
・寮生は特別の場合以外は自室で寝ること。 
・寮内では動物を飼育しない。 
 

６ 寮生としてふさわしくない行為に対する措置 

以上の心得に違反するなど，寮生としてふさわしくない行為があった場合は、厳重に

措置される。 
 

附 記 

１ この心得は、平成８年４月１日から施行する。 

２ 現行の宇部工業高等専門学校寮生心得（平成６年４月１日制定）は、廃止する。 

（省略） 

附 記 

この心得は、平成 28 年４月１日から施行する。 
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（１）宇部工業高等専門学校寮生会会則 

 
平成元年４月１日 

制      定 

 
改正 平成２年６月５日 平成６年６月 14 日 

 平成９年８月４日 

平成 16 年４月１日 

平成９年 12 月 26 日

平成 28 年１月 27 日

   第１章 総則 

 （名称） 

第１条 本会は、宇部工業高等専門学校寮生会と称する。 

 （目的） 

第２条 本会は、学寮管理運営規則第１１条の規定により、寮務主事の指導監督の

もと、自律・友愛・協調の寮訓に基づき、健全な寮生活を営むことを目的とする。 

 （会員） 

第３条 本会は、宇部工業高等専門学校の寮生全員をもって構成する。 

 （機関） 

第４条 本会は、第２条の目的を達成するために、次の各機関を置く。 

 (1) 寮生総会 

 (2) 寮役員会 

 (3) 監査委員会 

 (4) 選挙管理委員会 

第５条 各機関の会議は、その構成員の３分の２以上の出席をもって成立し、議決

は出席者の過半数の同意を必要とする。ただし、会則の改正は第９章の定めによ

り行うものとする。 

   第２章 寮生総会 

 （地位） 

第６条 寮生総会（以下「総会」という。）は、本会の最高議決機関である。 

 （定期総会） 

第７条 定期総会は年２回とし、１１月及び５月に開催するものとする。 

 （臨時総会） 

第８条 臨時総会は、次に掲げる場合に開催しなければならない。 
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 (1) 寮役員会の要請があったとき 

 (2) 会員の４分の１以上の要請があったとき 

 （総会の招集） 

第９条 総会は、寮生会長（以下「会長」という。）が招集するものとし、原則と

して５日前までに日時、場所、議題を告示しなければならない。ただし、緊急を

要する場合はこの限りでない。 

 （総会の審議議決事項） 

第１０条 総会は次の事項について、審議議決する。 

 (1) 会則の制定及び改廃 

 (2) 会長、寮生会副会長（以下「副会長」という。）及び１・２学年代表並び

に消火班以外の役員の承認 

 (3) 予算、決算の承認及び当期の活動報告、次期の活動方針 

 (4) 監査委員会の報告 

 (5) その他の重要事項 

 （総会の議長） 

第１１条 総会の議長は、会長が指名し、総会出席者の過半数の承認を得るものと

する。 

   第３章 寮役員会 

 （寮役員会の職務及び構成） 

第１２条 寮役員会は、本会の最高執行機関であり、次の役員をもって構成する。 

 (1) 会長                     １名 

 (2) 副会長 男子（但し、第３学年から選出する）  １名 

        女子（但し、第４学年から選出する）    １名 

 (3) 総務部長                   １名 

 (4) 総務部書記                  １名 

 (5) 会計委員長                  １名 

 (6) 文化広報委員長                １名 

 (7) 清掃美化委員長                １名 

 (8) 企画委員長                  １名 

 (9) 学力向上委員長                １名 

 (10) 国際交流委員長                         １名 

─ 92 ─



 

 

 (1) 寮役員会の要請があったとき 

 (2) 会員の４分の１以上の要請があったとき 

 （総会の招集） 

第９条 総会は、寮生会長（以下「会長」という。）が招集するものとし、原則と

して５日前までに日時、場所、議題を告示しなければならない。ただし、緊急を

要する場合はこの限りでない。 

 （総会の審議議決事項） 

第１０条 総会は次の事項について、審議議決する。 

 (1) 会則の制定及び改廃 

 (2) 会長、寮生会副会長（以下「副会長」という。）及び１・２学年代表並び

に消火班以外の役員の承認 

 (3) 予算、決算の承認及び当期の活動報告、次期の活動方針 

 (4) 監査委員会の報告 

 (5) その他の重要事項 

 （総会の議長） 

第１１条 総会の議長は、会長が指名し、総会出席者の過半数の承認を得るものと

する。 

   第３章 寮役員会 

 （寮役員会の職務及び構成） 

第１２条 寮役員会は、本会の最高執行機関であり、次の役員をもって構成する。 

 (1) 会長                     １名 

 (2) 副会長 男子（但し、第３学年から選出する）  １名 

        女子（但し、第４学年から選出する）    １名 

 (3) 総務部長                   １名 

 (4) 総務部書記                  １名 

 (5) 会計委員長                  １名 

 (6) 文化広報委員長                １名 

 (7) 清掃美化委員長                １名 

 (8) 企画委員長                  １名 

 (9) 学力向上委員長                １名 

 (10) 国際交流委員長                         １名 
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 (11) 棟長                                各居住寮棟１名 

  (12) １・２学年代表                              各２名 

 （寮役員会の招集） 

第１３条 寮役員会は会長が招集し、原則として毎月１回開く。ただし、次の場合

には臨時に招集しなければならない。 

 (1) 会長が必要と認めたとき 

 (2) 寮役員の過半数の要請があったとき 

 （寮役員の任務） 

第１４条 寮役員の任務は次のとおりとし、棟長を除き他の役員を兼務することが

できない。 

 (1) 会長      本会を代表し、会の目的達成を図るとともに、寮役員会を

統括する。 

 (2) 副会長     会長を補佐し、会長に事故あるときはその任務を代行す

る。 

  (3)  総務部長    総務部会を構成し運営する。 

  (4)  総務部書記   総会及び寮役員会の記録を作成し、保管する。 

 (5) 会計委員長   本会の予算、決算に関すること、及び出納経理を処理する。 

 (6) その他の委員長 各委員会を代表し、必要人員で部会を構成し運営する。 

 (7) 棟長      各寮棟の責任者として寮棟の統括、指導に当たる。 

 (8) １・２学年代表 １・２学年寮生の意見を本会の運営に反映させるため、役

員会において学年代表として意見を述べる。 

第１５条 本会の事業計画及び予算、決算は寮役員会が作成し、総会の承認を得る

ものとする。 

 （寮役員の選出） 

第１６条 会長、副会長は会員の直接選挙により選出する。ただし、副会長につい

ては男女別に選出する。 

第１７条 各委員長、総務部長及び書記並びに各棟長は会長が指名し、総会の承認

を得るものとする。 

第１８条 １・２学年代表は、その学年の寮生による互選とする。 

   第４章 会計 

 （経費） 
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第１９条 本会の運営に関する資金は、会員からの会費及び寄附金その他をもって

これに充てる。 

 （会計年度） 

第２０条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 （現金の収支及び保管） 

第２１条 本会の会計業務は、会長の責任において会計委員長が当たり、現金の収

支及び保管は、寮務主事に委託するものとする。 

 （予算、決算） 

第２２条 本会の予算は、各委員長より提出された予算要求に基づき、会長が予算

案を作成し、総会の承認を得て決定する。 

２ 会長は、年度終了後１ヶ月以内に決算報告書を作成し、監査委員会の監査を受

けた後、総会の承認を得るものとする。 

 （支出） 

第２３条 各委員会の経費支出は、各委員長からの請求により会長の決裁を得て支

出の手続きをしなければならない。 

 （帳簿） 

第２４条 会計委員長は、本会の経理に関する一切の現金出納を会計簿に記載する

ものとする。 

 （会費） 

第２５条 本会の会費は年額2,000円とし、４月に納付するものとする。ただし、４

月以外の月に入寮する者は、入寮した日の属する月に納付するものとする。 

２ 同一会計年度内再入寮の場合、その会計年度会費既納者は、これを免除する。 

   第５章 会計監査 

 （監査委員会の任務） 

第２６条 監査委員会は、本会のすべての会計について年２回会計監査をし、その

結果を定期総会に報告しなければならない。 

 （監査委員会の権限） 

第２７条 前条の監査を行うため、関係者に対して必要書類の提出を求めることが

できる。 

 （監査委員の選出及び兼務禁止） 

第２８条 会計監査委員は、２名とし、５月の定期総会において、４学年または３
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第１９条 本会の運営に関する資金は、会員からの会費及び寄附金その他をもって

これに充てる。 

 （会計年度） 

第２０条 本会の会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日に終わる。 

 （現金の収支及び保管） 

第２１条 本会の会計業務は、会長の責任において会計委員長が当たり、現金の収

支及び保管は、寮務主事に委託するものとする。 

 （予算、決算） 

第２２条 本会の予算は、各委員長より提出された予算要求に基づき、会長が予算

案を作成し、総会の承認を得て決定する。 

２ 会長は、年度終了後１ヶ月以内に決算報告書を作成し、監査委員会の監査を受

けた後、総会の承認を得るものとする。 

 （支出） 

第２３条 各委員会の経費支出は、各委員長からの請求により会長の決裁を得て支

出の手続きをしなければならない。 

 （帳簿） 

第２４条 会計委員長は、本会の経理に関する一切の現金出納を会計簿に記載する

ものとする。 

 （会費） 

第２５条 本会の会費は年額2,000円とし、４月に納付するものとする。ただし、４

月以外の月に入寮する者は、入寮した日の属する月に納付するものとする。 

２ 同一会計年度内再入寮の場合、その会計年度会費既納者は、これを免除する。 

   第５章 会計監査 

 （監査委員会の任務） 

第２６条 監査委員会は、本会のすべての会計について年２回会計監査をし、その

結果を定期総会に報告しなければならない。 

 （監査委員会の権限） 

第２７条 前条の監査を行うため、関係者に対して必要書類の提出を求めることが

できる。 

 （監査委員の選出及び兼務禁止） 

第２８条 会計監査委員は、２名とし、５月の定期総会において、４学年または３
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学年から議長が推薦し、総会の承認を得るものとする。 

２ 監査委員は、他の役員を兼務できない。 

   第６章 選挙 

 （選挙管理委員会） 

第２９条 会長、副会長の選挙は、選挙管理委員会が行う。 

 （選挙管理委員） 

第３０条 選挙管理委員会は、委員長１名、委員若干名をもって組織し、委員長は

互選とする。 

２ 選挙管理委員は、５月の定期総会において議長が推薦し、総会の承認を得るも

のとする。 

３ 選挙管理委員は、寮役員を兼務することができない。 

 （選挙の日程） 

第３１条 会長、副会長の選挙は、７月に行う。 

２ 選挙管理委員長は、選挙の２週間前に選挙すべき役員名、選挙日程、投票日そ

の他の必要事項を公示しなければならない。 

 （立候補） 

第３２条 会長、副会長の選挙は立候補制とする。 

第３３条 会長又は副会長に立候補しようとする者は、選挙の１０日前までにいず

れかの役を指定して、３名以上の推薦者が署名押印した推薦者名簿を付し、選挙

管理委員長に届け出なければならない。 

２ 選挙の１０日前までに立候補者がない場合は、寮役員会で推薦しなければなら

ない。 

３ 立候補者が、会長１名、副会長男女各１名の場合、及び前項により寮役員会で

推薦した者については信任投票を行う。 

 （立候補者の告示期間） 

第３４条 立候補者告示と選挙の間は、１週間以上の余裕がなければならない。 

 （選挙活動） 

第３５条 立候補届け出と同時に選挙活動を行うことができる。 

 （有効投票） 

第３６条 選挙は、会員の過半数の投票がなければ効力を発しない。 

 （選挙の立ち合い） 
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第３７条 選挙管理委員は、選挙の立会人となる。 

 （開票） 

第３８条 開票は公開とし、選挙管理委員会が行い、即日開票とする。 

 （当選者の確定） 

第３９条 得票数最多者を当選とする。ただし、有効投票総数の過半数に満たない

場合は、最高得票者と次点者２名で決選投票を行う。 

２ 決選投票は、原則として３日以内に行うものとする。 

３ 信任投票の場合は、過半数の得票をもって信任されたものとする。 

４ 選挙管理委員長は、選挙結果確定後直ちに全立候補者の得票総数を告示しなけ

ればならない。 

   第７章 消防 

 （消防組織） 

第４０条 本会に消防活動のために組織を置く。 

２ 消防活動のために組織は、付表のとおりとする。 

３ 消火班は、各階寮生の互選によるものとする。 

   第８章 役員の任期 

 （任期） 

第４１条 各役員の任期は、次の各号に掲げるものを除き、毎年１０月１日から翌

年９月３０日までとする。 

 (1) 総会の議長   総会の期間 

 (2) １・２学年代表 毎年４月から翌年３月３１日まで 

 (3) 会計監査委員  総会承認の日から翌年５月の総会終了まで 

 (4) 選挙管理委員  総会承認の日から選挙の業務終了まで 

 (5) 消火班     前期及び後期の各期 

２ 各役員に欠員の生じたときは、その都度それぞれの方法により補充し、任期は

全任者の残任期間とする。 

   第９章 会則の改正 

 （改正手続き） 

第４２条 本会則の改正は、総会で会員の３分の２以上の賛成を必要とし、校長の

承認を要するものとする。 

   附 則 
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第３７条 選挙管理委員は、選挙の立会人となる。 

 （開票） 

第３８条 開票は公開とし、選挙管理委員会が行い、即日開票とする。 

 （当選者の確定） 

第３９条 得票数最多者を当選とする。ただし、有効投票総数の過半数に満たない

場合は、最高得票者と次点者２名で決選投票を行う。 

２ 決選投票は、原則として３日以内に行うものとする。 

３ 信任投票の場合は、過半数の得票をもって信任されたものとする。 

４ 選挙管理委員長は、選挙結果確定後直ちに全立候補者の得票総数を告示しなけ

ればならない。 

   第７章 消防 

 （消防組織） 

第４０条 本会に消防活動のために組織を置く。 

２ 消防活動のために組織は、付表のとおりとする。 

３ 消火班は、各階寮生の互選によるものとする。 

   第８章 役員の任期 

 （任期） 

第４１条 各役員の任期は、次の各号に掲げるものを除き、毎年１０月１日から翌

年９月３０日までとする。 

 (1) 総会の議長   総会の期間 

 (2) １・２学年代表 毎年４月から翌年３月３１日まで 

 (3) 会計監査委員  総会承認の日から翌年５月の総会終了まで 

 (4) 選挙管理委員  総会承認の日から選挙の業務終了まで 

 (5) 消火班     前期及び後期の各期 

２ 各役員に欠員の生じたときは、その都度それぞれの方法により補充し、任期は

全任者の残任期間とする。 

   第９章 会則の改正 

 （改正手続き） 

第４２条 本会則の改正は、総会で会員の３分の２以上の賛成を必要とし、校長の

承認を要するものとする。 

   附 則 
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１ この会則は、平成元年４月１日から施行する。 

２ この会則施行前に現行の宇部工業高等専門学校寮生会会則に基づき選任された

各役員は、この会則施行後も引き続き関係各役員に選任されたものとみなす。 

３ 現行の宇部工業高等専門学校寮生会会則（昭和４６年４月１日制定）は、廃止

する。 

   附 則 

 この会則は、平成２年６月５日から施行し、平成２年４月１日から適用する。 

   附 則 

 この会則は、平成６年６月１４日から施行する。 

   附 則 

１ この会則は、平成９年８月４日から施行し、平成９年４月１日から適用する。 

２ 第２５条第１項に定める改正後の会費は平成９年度に限り、改正前の会費との

差額を１０月に納付するものとする。 

   附 則 

 この会則は、平成１０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この会則は、平成１６年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この会則は、平成２８年１月２７日から施行し、平成２７年１０月１日から適用

する。 

 

─ 97 ─



 

 

付  表    

 

                    学 寮 地 区 自 衛 消 防 隊 組 織 表 

 

 

 

隊  長 

（校長） 

 

 

副隊長 

（学寮地区

防火管理

者、校長補

佐、寮務主

事補） 

 

班   別 係  名 係     員 任            務 

 

通報連絡班 

通報係 職員又は宿直員 ・消防機関に通報 

 

連絡係

職員又は宿直員 

寮生会長 

総務部長 

・出火を寮生全体に知らせる

とともに緊急連絡処置 

 

消 火 班 

器具係 寮生各階１名 ・消火器の操作 

放水係
寮生各階１名 

 （６名） 

・火災発生時の放水 

 

避難誘導係 

誘導係 棟長、指導員 
・出火時における避難者の誘

導 

救助係 棟長、指導員 
・避難施設、器具使用による

救助 

 

 

防護措置班 

工作係
職員又は宿直員 

寮生会副会長 

・消防隊の誘導、消防活動の

障害物の除去 

 

防護係

 

職員 

棟長、指導員 

・電気設備、ガス危険物関係

設備、その他火災時に大災

害を発生する危険物の安全

措置 

 

搬 出 班 

搬出係 職員、分別委員長
・重要書類、重要物件等の搬

出 

警戒係
企画委員長 

清掃美化委員長 

・無関係者の寮内立入阻止、

盗難防止 

救 護 班 救護係 職員 ・負傷者の救護 
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